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【資料１－１】 

平成２８年度滝沢市国民健康保険特別会計・歳入決算説明書 
（※金額は、千円未満を省略して説明しています。） 

１款：国民健康保険税                                     

・決算額は１０億２千８０万９千円で、対前年比では１千３４万４千円の減。 

・一般被保険者分の決算額は９億７千９８１万５千円、対前年比では１千４５４万９千円の増。 

・退職被保険者分の決算額は４千９９万３千円で、対前年比では２千４８９万４千円の減。 

・退職者医療制度は、後期高齢者医療制度の開始により平成３１年度末での廃止が決定され、新規加入

者がなくなり、被保険者減少が続いている。 

・退職被保険者資格が喪失した後は一般被保険者に移行することから、退職分が減額、一般分は増額と

なっている。 

・国保全体では被保険者の微減傾向のため、総額では減となった。 

 

２款：使用料及び手数料                                     

・決算額は８０万１千円で、対前年比では６万８千円の減。 

・証明手数料３００円以外は、全額督促手数料。 

 

３款：国庫支出金                                       

・決算額は１３億６千４８６万４千円で、対前年比では３千６３０万１千円の減。 

・１項１目の療養給付費等負担金の決算額は８億７千５２８万１千円、対前年比では２９４万４千円の

増。療養給付費等負担金は、医療費総額のおよそ３２％に相当する額が国より交付される負担金。対前

年比でおよそ３００万円の増となったが、超過交付が確定しており、平成２９年度におよそ７千万円を

返還する。 

・２項１目の財政調整交付金の決算額は４億４千６４５万３千円、対前年比で４千７８２万７千円の減。

これまで東日本大震災の被災地に特別調整交付金が上乗せされて交付されていたが、平成２８年度から

５年かけて２割ずつ削減されることになったことから、その減額の影響が大きい。 

  

４款：療養給付費交付金                                    

・決算額は２億２千９６４万２千円で、対前年比では１千７３０万３千円の減。 

・療養給付費交付金は、退職被保険者の医療費に充てるため社会保険診療報酬支払基金から交付される

交付金。 

・退職被保険者の減少により医療費も減少しており、交付金の減少が続いている。 

 

５款：前期高齢者交付金                                    

・決算額は１３億８千４４８万１千円で、対前年比では１億１千７７２万８千円の増。 

・前期高齢者交付金は、７０歳から７４歳の前期高齢者の医療費について、保険者間の財政負担額を調

整するために交付される交付金。 

・国保被保険者の高齢化により、今後さらに前期高齢者の医療費増加が続き、交付金の増加が続くもの

と考えられる。  



 

  

６款：県支出金                                        

・決算額は２億８千２８万９千円で、対前年比では１千６２９万４千円の増。 

・２項１目の財政調整交付金の決算額は２億３千５８７万４千円で、対前年比では６４６万２千円の増

となったが、対予算額では１千９０４万２千円の減となった。これは県の示達額により予算計上してい

たが、交付金の減額が３月補正〆切後に確定したため補正予案計上が間に合わなかったためである。 

・２項２目の一部負担金特例措置支援事業費補助金は、これまで１１款３項５目の雑入で受け入れてい

たが、当科目を新規に起こしたため、皆増となった。 

 

７款：共同事業交付金                                     

・決算額は１３億１千８２万７千円で、対前年比では２千９８万円の増。 

・１項１目の高額医療費共同事業交付金の決算額は１億７千６０６万８千円、対前年比では３千４０９

万７千円の増。 

・１項２目の保険財政共同安定化事業交付金の決算額は１１億３千４７５万８千円、対前年比で１千３

１１万６千円の減。 

・一般被保険者のすべての医療費を共同事業により交付している実態から、保険財政共同安定化事業交

付金が減り、高額医療費共同事業交付金が増えたということは、１レセプトで８０万円を超える高額レ

セプト件数の増加か、超高額なレセプトの増加が伺われる。 

 

８款：財産収入                                         

・決算額は７万９千円で、対前年比では１万円の増。 

・財政調整基金積立金の預金利子。 

  

９款：繰入金                                         

・決算額は３億９千５９２万６千円で、対前年比では１千５８４万８千円の減。 

・１項１目一般会計繰入金の決算額は３億３千６８６万１千円、対前年比では９７５万４千円の減。こ

れは３節の職員給与費等繰入金が、国保担当職員の減員等による減額のため。 

・２項１目の基金繰入金の決算額は５千９０６万５千円、対前年比では６０９万４千円の減。 

  

１０款：繰越金                                        

・決算額は１億４千４８１万９千円で、対前年比では１億８千３５０万２千円の減。 

・１項１目１節の療養給付費交付金繰越金は、平成２７年度の４款の療養給付費交付金を精算した結果

超過交付となり、返還となったため０円となっている。 

・１項１目２節のその他繰越金は、そのほとんどを基金に積み立てた。 

  

１１款：諸収入                                        

・決算額は２千２５８万３千円で、対前年比では４９６万４千円の増。 

・３項１目の一般被保険者第三者納付金の決算額は６５３万円、対前年比では６０８万６千円の増。こ

れは交通事故に遭い国保が給付した医療費を保険会社に求償し納付された損害賠償金です。 

 



 

  

【資料２－１】 

平成２８年度滝沢市国民健康保険特別会計・歳出決算説明書 
（※金額は、千円未満を省略して説明しています。） 

 

１款：総務費                                         

・決算額は７千３１５万２千円で、対前年比では６０８万８千円の減。 

・国保担当職員が１名減となったため、人件費が減少した。 

 

２款：保険給付費                                       

・決算額は３５億２９７万７千円で、対前年比では３千７７３万９千円の減。 

・１項の療養給付費の決算額は３０億５千３４９万４千円で、対前年比では５千５５７万６千円の減。

平成２８年１２月の薬価基準の改定により大幅な医療費削減となり、およそ１億７千万円の予算残とな

った。 

・２項の高額療養費の決算額は４億３千３１２万８千円で、対前年比では１千８６６万３千円の増。医

療費が減少してる中で高額療養費が伸びていることから高額レセプトの増加が伺われる。 

・４項の出産育児諸費の決算額は１千４６４万４千円で、対前年比では４万６千円の減。支払件数は前

年度と同じく３５件。 

・５項の葬祭費の決算額は１７１万円で、対前年比では７８万円の減。支払件数は５７件。 

 

３款：後期高齢者支援金                                    

・決算額は６億７５６万７千円で、対前年比では４千２２万８千円の減。前々年度の精算還付金およそ

６千４６０万円が今年度の支援金から控除されたため、前年度決算を大きく下回った。 

 

４款：前期高齢者納付金                                    

・決算額は４４万１千円で、対前年比では９千円の減。 

 

５款：老人保健拠出金                                     

・決算額は１万５千円で、対前年比では４千円の減。 

 

６款：介護納付金                                       

・決算額は２億２千３１７万４千円で、対前年比では２千５８６万８千円の減。介護保険第２号被保険

者の減少が続いていること、前々年度の精算還付金およそ３千８９２万円が今年度の納付金から控除さ

れたため、前年度決算を大きく下回った。 

※３款の後期高齢者支援金から６款の介護納付金までの支出については、いずれも法令等に基づき、社

会保険診療報酬支払基金に支払ったものです。 

  



 

  

７款：共同事業拠出金                                     

・決算額は１２億５千３１８万５千円で、対前年比では２千３２７万８千円の増。 

・１目の高額医療費共同事業拠出金の決算額は１億４千２８万９千円で、対前年比では３千４５８万円

の増。 

・２目の保険財政共同安定化事業拠出金の決算額は１１億１千２８９万４千円で、対前年比で１千１３

０万２千円の減。 

・現在、一般被保険者のすべての医療費が共同事業拠出金の対象になっていることから、高額医療費共

同事業拠出金が増え、保険財政共同安定化事業拠出金が減ったということは、高額レセプトが増加して

いることが伺われる。 

 

８款：保健事業費                                       

・決算額は６千１１万２千円で、対前年比では３２０万５千円の増。 

・１項１目の特定健康診査等事業費の決算額は４千３４４万２千円で、対前年比では４７８万３千円の

減。特定健診の受診数は３，６４５人で、対前年比で９６人の減のため減額となった。 

・２項２目の疾病予防費の決算額は１千３１０万円で、対前年比では７６３万７千円の増。これまで一

般会計で負担していた国保被保険者に係る人間ドックの検診料を、平成２８年度からあらたに国保会計

で負担することになり増額となった。人間ドックの受診者数は３７３人。 

 

９款：基金積立金                                      

・決算額は１億３千３７７万５千円で、対前年比では１億２千３００万６千円の減。 

・現在の基金積立額は５億３千６３３万９千円です。 

 

１０款：公債費                                        

・決算額は２万１千円で、対前年比では２万１千円の増。 

・これまでは一般会計と他会計の財布がひとつで管理されていたことから、資金不足の一時借り入れを

一般会計行っていたが、平成２８年度から資金不足の一時借り入れはそれぞれの会計毎に行うことにな

った。 

 

１１款：諸支出金                                       

・決算額は１千７６０万２千円で、対前年比では３千５２３万円の減。 

・１項３目の償還金の決算額は７７２万３千円で、対前年比では２千７９３万６千円の減。償還金は前

年度の交付金や補助金の精算返還金です。内訳は、国への返還金が７４８万円、県への返還金が２４万

です。前年度は、国への返還金が２千７３１万円、支払基金への返還金が８３２万円で合計３千５６５

万円を返還しました。 

・２項１目の一般会計繰出金の決算額は４８８万３千円で、対前年比では７６９万９千円の減。一般会

計繰出金は前年度の一般会計繰入金の精算返還金です。３月補正時点でこれまでよりも予算の精査を行

ったため、前年度に比べ大幅減となりました。 

  



 

  

【資料９－１】 

平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計・歳入補正予算説明書 

 
１ 第１号補正（６月補正）   １千４４９万７千円の増額補正 

９款：繰入金                                         

・補正額は１千４４９万７千円の増。人事異動に伴う人件費に係る職員給与費繰入金の増額です。国保

担当職員が１名増員され、平成２７年度までの国保担当職員６名体制に戻りました。 

 

２ 第２号補正（９月補正） ２億８千６８８万４千円の増額補正 

３款：国庫支出金                                       

・補正額は２５０万１千円の増。国保広域化に伴う国保システム改修費用に係る補助金です。１００％

補助です。 

 

９款：繰入金                                         

・補正額は１２８万６千円の増。職員人件費補正に係る職員給与費繰入金の増額です。 

 

１０款：繰越金                                        

・補正額は２億８千３０９万７千円の増。平成２８年度決算に係る繰越金です。退職者医療の療養給付

費交付金の返還金については別建てで繰越すこととされており、１節の療養給付費交付金繰越金で２７

４万８千円を増額、２節のその他繰越金で２億８千３４万９千円を増額するものです。 

  



 

  

【資料１０－１】 

平成２９年度滝沢市国民健康保険特別会計・歳出補正予算説明書 

 
１ 第１号補正（６月補正）   １千４４９万７千円の増額補正 

１款：総務費                                         

・補正額は１千４４９万７千円の増。人事異動に伴う人件費の増額です。国保担当職員が１名増員され、

平成２７年度までの国保担当職員６名体制に戻りました。 

 

３款：後期高齢者支援金                                    

・補正額は１７０万９千円の減。４款の前期高齢者納付金が例年に比べ４倍増となり、不足分の金額を

振り向けました。 

 

４款：前期高齢者納付金                                    

・補正額は１７０万９千円の増。納付金が例年に比べ４倍増となり、３款の後期高齢者支援金から予算

を確保しました。 

 

２ 第２号補正（９月補正） ２億８千６８８万４千円の増額補正 

１款：総務費                                         

・補正額は１４５万１千円の増。人件費（時間外手当）の増額です。国保広域化に係るデータの確認作

業やデータヘルス計画の策定などを行います。 

 

９款：基金積立金                                      

・補正額は２億９９８万１千円の増。平成２８年度決算に係る繰越金のうち交付金や補助金の返還金な

どを差し引いた本金額を基金に積み立てるものです。 

・現在の基金積立額は５億３千６３３万９千円ですが、今年の当初予算において６千６２３万４千円を

取り崩すことにしており、その後本金額の積立を行うことから来年の５月末の基金残額は６億７千９９

９万６千円になる見込みです。 

 

１１款：諸支出金                                       

・補正額は７千５４５万２千円の増。 

・１項３目の償還金の補正額は７千２９０万２千円の増。内訳は、国への療養給付費等負担金返還金な

ど７千１５万３千円、支払基金への退職者医療交付金返還金２７４万９千円です。 

・２項１目の一般会計繰出金の補正額は２５５万円の増。内訳は、職員給与費等繰入金返還金が１１０

万９千円、出産育児一時金繰入金返還金が１４４万１千円です。 


